
　（資料出所：労働者死傷病報告) 藤岡労働基準監督署

藤岡労働基準監督署管内における「転倒災害」発生状況（令和2年～令和6年）
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図１ 転倒災害の発生状況

転倒災害以外 転倒災害
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近年は、20件台で推移している。

～転倒災害防止の５ヵ条～
１ 濡れた床面に気を付けて！

２ 路面や床面に合った靴を履く！

３ ポケットに手を入れて歩かない！

４ 時間に余裕を持った行動をとる！

５ 日頃から足腰を鍛えよう！
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つまずいた, 
35件（28%）

滑った,
36件（29%）

踏み外した, 
8件（ 7%）

バランスを崩した, 
14件（ 11%）

もつれた, 
4件（ 3%）

その他（ひっかかり等）,
27件（22%）

図３ 転倒の型別

凍結箇所や水、油など

が起因している。

通路上に置かれた物、

段差などが起因している。

製造業,
41件（ 33%）

建設業, 
6件（ 5%）

運輸交通業, 
10件（8%）

林業, 
2件（ 2%）

商業, 
28件（22%）

通信業, 
2件（ 2%）

保健衛生業,
15件（12%）

接客娯楽業,
10件（8%）

その他, 
10件（ 8%）

図２ 業種別発生状況

１年未満, 19件（15%）

１年以上～３年未満, 
17件（14%）

３年以上１０年未満, 
38件（31%）

１０年以上, 
50件（40%）

図５ 被災者の経験期間別

経験１０年以上の

ベテラン層が

約半数を占める。

頭部, 
5件（ 4%）

胴体, 
22件（ 18%）

上肢, 
39件（31%）

下肢,
45件（36%）

複合部位,
13件（11%）

図７ 傷病部位別

約８割が転倒時に

手や足を地面など

に激突させ負傷し

ている。

骨折,
90件（73%）

捻挫, 
16件（13%）

打撲,
15,件（12%）

創傷, 
3件（ 2%）

その他, 
0件（ 0%）

図６ 傷病程度別

４日～１ヶ月未満,
39件（32%）

１ヶ月以上～３ヶ月未満, 
61件（49%）

３ヶ月以上,
24件（19%）

図８ 休業日数別

半数以上が転倒

により１か月以上

の休業を余儀なく

されている。
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図４ 被災者の年代別・性別

男性, 46人

(37%)
女性, 78人

(63%)

男性 女性

製造業と商業

で、約半数を占

める。

７
割
以
上
が
転
倒
に
よ
り
骨
折
し
、

重
篤
な
災
害
に
発
展
し
て
い
る
。


